
街なか再⽣サポーター会議 イラストブック



「銀天街Ｌ字地区の未来を考える」

銀天街Ｌ字地区は、再開発事業等の市街地整備の機運が⾼まっている地区で、官⺠連携によるま
ちづくりに向けた取り組みが、現在進⾏形で進められています。

今後、銀天街Ｌ字地区が松⼭の新たな「交流核（来たい・住みたい）」となるためには、何が必要な
のでしょうか︖
街なか再⽣サポーター会議は、会社員や主婦、学⽣、地元住⺠など様々な⽴場の⽅が集まって「銀
天街Ｌ字地区の未来を考える」場として設けられました。

会議では、銀天街Ｌ字地区に必要な機能にスポットを当て、その機能を理想的な街のシーンという形
で具体化し、このイラストブックにまとめました。このイラストブックには、魅⼒ある銀天街Ｌ字地区の未
来が詰まっていますので、ぜひご覧ください。



イラスト内には、以下に⽰すキャラクターが登場します。
それぞれのキャラクターは、銀天街Ｌ字地区のなかでどのような⽣活を送っているでしょうか。



シーン①-1 商店街にある公益施設⼜は⼤学キャンパスで新しいビジネスの予感



シーン①-2 商店街にある公益施設⼜は⼤学キャンパスで新しいビジネスの予感



シーン②-1 緑のある広場でさまざまな過ごし⽅



シーン②-1 緑のある広場でさまざまな過ごし⽅



シーン③-1 商店街にある便利なお店で過ごす・活⽤する



シーン③-2 商店街にある便利なお店で過ごす・活⽤する



シーン④ 観光客との接点をもつ場、もてなす場



シーン⑤ 商店街でアクティブを楽しむ



シーン⑥ 路地裏を楽しむ



あとがき

このイラストブックには、街なか再⽣サポーター会議でこれまで議論してきた「願い」が込められています。

松⼭の街の再⽣には、かっこいいビルやきれいな広場だけではなく、そこを思い思いのスタイルで使いこな

している⼈たちが必要です。若い⼈、お年寄りの⼈、⼦育て中のお⺟さん、サラリーマン、観光に来た外

国⼈などいろいろなタイプの⼈たちが、銀天街L字地区で空間と時間を共有し、それぞれの⼈たちの⽣

活でかけがえのない場所だと思ってくれる、そんな街になるのを強く願っています。そして、この「願い」を多

くの⼈たちと共感したく、このイラストブックを作成しました。これからの松⼭の街なかを⼀緒にワクワクさせ

ていきましょう︕
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